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組織の一員としてお客様に安心安全な技術を提供し、設計労務単価を守りましょう。

令和７年 謹賀新年
写真提供　秋田市秋田市新屋ガラス工房は、「住民主体の街づくりの推進」「歴史文化の継承」「ものづくりの振興と地域交流」の拠点として、

2017年７月15日オープンしました。地域のまちづくりの拠点として、訪れる誰もがガラス工芸をはじめとする、ものづくりを
感じられる空間となっています。また、工房スタッフが秋田で独立を目指し、日々創作にいそしむ工房でもあります。

　	 秋田県けんせつぎのうしゃ	 令和７年１月１日（1）	



令和５年10月１日より、建築物の解体に係る石綿（アスベスト）の事前調査が義務
化、県の住宅リフォーム推進事業の補助対象工事に事前調査費も算入可能です。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
健
や
か
な
る
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
五
月
の
県
連
合
会
定
期
大
会
に
お
き

ま
し
て
、
会
長
に
就
任
し
半
年
が
経
過
い
た

し
ま
し
た
。
令
和
六
年
度
の
事
業
計
画
を
部

会
ご
と
に
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
会
員
の

減
少
に
よ
り
各
種
事
業
へ
の
参
加
者
不
足
が

顕
著
に
見
ら
れ
、
特
に
若
手
会
員
の
参
加
者

が
少
な
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
は
我
々
建
築
技
能
者
の
団
体
と
し

て
、
県
や
行
政
、
各
種
団
体
と
事
業
や
活
動

を
す
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
増
員
を
第
一
に

皆
様
方
と
共
に
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
県
連
合
会
と
し
て
各
種

事
業
運
営
を
今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
進
め

る
こ
と
、
特
に
若
手
技
能
者
の
育
成
、
さ
ら

に
は
県
教
育
委
員
会
や
秋
田
県
職
業
能
力
開

発
協
会
な
ど
と
連
携
し
、
県
内
小
学
校
を
廻

り
、
児
童
生
徒
た
ち
に
実
施
し
て
い
る
「
も

の
づ
く
り
体
験
教
室
」
を
通
し
て
、
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
と
、
技
能
者
へ
関
心
を
も
っ

て
も
ら
う
活
動
を
進
め
る
こ
と
、
ま
た
、
県

内
の
高
校
生
や
若
年
者
の
も
の
づ
く
り
競
技

大
会
な
ど
に
参
加
し
た
生
徒
の
中
に
は
優
れ

た
技
能
を
持
つ
子
供
た
ち
が
多
く
お
り
ま

す
。
今
後
は
行
政
と
協
力
し
、
い
ろ
い
ろ
な

形
で
各
種
団
体
ら
と
共
に
技
能
立
国
秋
田
を

今
ま
で
以
上
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
全
国
一
位
の

秋
田
県
を
い
か
に
し
て
い
く
べ
き
か
、
県
で

は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
と
し
て
移
住

定
住
促
進
と
子
育
て
支
援
に
絡
ん
だ
住
環
境

整
備
に
対
し
、
多
く
の
公
的
支
援
が
あ
り
ま

す
が
、
十
年
前
に
一
度
制
度
を
利
用
し
た
方

で
も
、
家
族
構
成
や
他
の
箇
所
の
老
朽
化
が

進
む
な
ど
多
く
の
県
民
が
生
活
環
境
に
変
化

が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
要
望
に
対

し
ま
し
て
一
度
制
度
を
利
用
し
た
方
で
も
期

間
を
お
け
ば
、
再
度
申
請
が
で
き
る
よ
う
要

件
の
緩
和
と
制
度
の
拡
充
な
ど
、
六
つ
の
項

目
に
つ
い
て
十
二
月
三
日
に
秋
田
県
議
会
議

員
技
能
議
員
連
盟
の
柴
田
会
長
、
髙
橋
幹
事

長
並
び
に
秋
田
建
築
労
働
組
合
、
秋
田
県
技

能
士
会
連
合
会
と
共
に
佐
竹
知
事
に
令
和
七

年
度
に
向
け
た
要
望
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
我
々
は
こ
れ
か
ら
も
国
や
県
、
各
市

町
村
の
公
的
支
援
を
上
手
に
活
用
し
、
県
民

に
有
利
な
制
度
を
提
案
し
、
安
全
で
安
心
な

住
環
境
の
整
備
を
図
り
秋
田
に
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
県
並

び
に
市
町
村
に
対
し
ま
し
て
継
続
的
に
要
望

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
各
単
組
や
関
係
団
体
か
ら

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
組
織
未

加
入
者
の
加
入
促
進
に
よ
り
組
織
の
拡
大
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
経
済
は
現
在
、
コ
ロ
ナ
以
降
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
が
重
な

り
、
あ
ら
ゆ
る
物
資
の
原
材
料
費
が
上
昇
し
、

我
々
の
仕
事
に
も
直
結
す
る
建
築
資
材
の
高

騰
、
人
手
不
足
な
ど
の
影
響
で
日
本
全
体
に

お
い
て
、
賃
金
の
引
き
上
げ
が
叫
ば
れ
て
お

り
ま
す
。
特
に
大
工
職
は
就
労
者
数
が
激
減

し
存
続
の
危
機
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
建

設
業
も
若
者
や
女
性
が
建
設
業
に
魅
力
を
感

じ
、
働
き
や
す
い
環
境
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
賃
金
の
引
き
上
げ
は
必
要
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
が
十
二

年
連
続
上
昇
と
な
り
、
民
間
工
事
に
多
く
携

わ
る
我
々
会
員
に
と
っ
て
も
物
価
高
や
人
手

不
足
の
中
に
お
い
て
、
県
連
合
会
が
掲
げ
目

標
と
し
て
い
る
設
計
労
務
単
価
を
い
た
だ
く

条
件
と
し
て
今
が
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
さ
ら
に
米
の
価

格
が
大
き
く
値
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
昔

か
ら
米
一
俵
の
値
段
と
我
々
技
能
者
の
賃
金

は
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
米
の
価
格
が
安
く

な
れ
ば
我
々
技
能
者
の
賃
金
も
比
例
す
る
よ

う
に
古
く
か
ら
時
代
と
共
に
推
移
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
我
々
も
個
人
個
人
で
は
な
く
組

織
と
し
て
労
務
費
を
お
客
様
に
提
示
し
や
す

い
方
法
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
会
員
誰
も
が

県
連
合
会
の
労
務
単
価
を
請
求
で
き
る
よ
う

に
組
織
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
は
労
働
災
害

や
交
通
事
故
が
多
発
し
た
年
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
冬
は
降
雪
量
が
多
い
予
報
で
す
。
雪

下
ろ
し
や
除
雪
作
業
に
よ
る
事
故
が
多
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
安
全
作
業
で
冬

を
乗
り
越
え
、
暖
か
い
春
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

会
員
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念

し
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

秋
田
県
建
設
技
能
組
合
連
合
会

会
長

佐
々
木
正
美

秋
田
県
知
事
へ
各
種
陳
情
を
い
た
し
ま

し
た

令
和
七
年
度
の
民
間
工
事
設
計
労
務
単

価
が
決
ま
り
ま
し
た

　

令
和
七
年
度
に
向
け
た
県
内
職
人
の
た
め
の

秋
田
県
知
事
へ
の
陳
情
及
び
要
望
は
顧
問
秋
田

県
議
会
議
員
技
能
議
員
連
盟
の
柴
田
正
敏
会
長

は
じ
め
関
係
団
体
と
と
も
に
行
い
ま
し
た
。

一
．
特
定
健
診
・
保
健
指

導
に
係
る
国
保
組
合

へ
の
助
成
の
要
望

二
．
建
築
技
能
者
育
成
の

た
め
の
要
望

　
　
技
術
の
継
承
を
図
る

た
め
入
職
へ
と
つ
な

が
る
環
境
づ
く
り
と

公
共
職
業
訓
練
施
設

活
用
を
活
用
し
た
人

材
育
成
の
支
援

三
．
秋
田
県
産
材
の
活
用

拡
大
の
た
め
要
望

　
　「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
な
あ
き
た
県
内
住

宅
販
路
強
化
事
業
」
継
続
の
お
願
い

四
．
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
の
拡
充
並
び

に
継
続
の
要
望

五
．
職
人
の
賃
金
確
保
の
た
め
、
公
共
設
計
労

務
単
価
の
県
民
へ
の
周
知
の
お
願
い

六
．
義
務
と
な
っ
た
「
石
綿
調
査
」
関
連
及
び

各
種
法
改
正
へ
の
支
援
の
お
願
い

　

県
連
合
会
で
は
、
十
一
月
二
十
日
（
水
）
開

催
第
三
回
理
事
会
の
「
前
年
度
の
公
共
設
計
労

務
単
価
を
翌
年
度
の
民
間
設
計
労
務
単
価
と
す

る
」
と
い
う
決
定
に
沿
っ
て
、
令
和
七
年
度
の

民
間
工
事
労
務
単
価
を
三
万
三
千
円
／
一
日
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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新
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直
前
の
天

気
が
雨
続
き

で
心
配
さ
れ

た
青
年
対
策

部
・
厚
生
部

合
同
開
催
の

全
県
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
は
、
九

月
二
十
二

日
（
日
）
潟

上
市
道
の
駅

か
た
が
み
グ

ラ
ン
パ
ス
く

ら
か
け
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
お
い
て

総
勢
五
十
九

名
の
参
加
に

よ
り
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

前
日
か
ら
の

大
雨
を
配
慮
し
、
急
き
ょ
三
コ
ー

ス
で
廻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

ゲ
ー
ム
終
了
後
は
雨
も
止
み
、
無

事
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
入
賞
者
は
左
記
の

通
り
と
な
り
ま
し
た
。

団
体
の
部
（
単
組
参
加
者
五
名
以
上
）

優　

勝　

大
内　
　
　
（
一
八
六
打
）

準
優
勝　

能
代
山
本　
（
一
八
八
打
）

第
三
位　

潟
上　
　
　
（
二
二
二
打
）

個
人
の
部

一
位　

牧
野 

善
悦 

氏
（
能
代
山
本
）

二
位　

佐
藤 　

等 

氏
（
大　
　

内
）

三
位　

坂
本
セ
ツ
子 

氏
（
仙
北
南
部
）

※�

詳
し
い
成
績
は
単
組
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　

秋
田
県
議
会

議
員
技
能
議
員

連
盟
（
県
議
会

議
員
柴
田
正
敏

会
長
他
四
十

名
）
と
の
意
見

交
換
会
は
、
十

月
一
日
（
火
）

に
秋
田
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
に

お
い
て
県
連
三

役
並
び
に
各

単
組
の
代
表

二
十
六
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
佐
々
木
会
長
か
ら
令
和

七
年
度
に
向
け
た
陳
情
に
対
す
る

要
望
の
報
告
と
事
務
局
の
補
足
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
員
連

盟
の
方
々
よ
り
現
状
の
ご
報
告
と

活
発
な
質
疑
応
答
が
昨
年
以
上
に

多
く
出
さ
れ
、
時
間
が
足
り
な
い

と
感
じ
る
ほ
ど
の
活
発
な
意
見
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
も
三
十
四
名
の
議
員
連

盟
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

参
加
者
は
引
き
続
き
、
意
見
交
換

に
盛
り
上
が
り
、
貴
重
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
日
（
土
）、
天
然
温
泉

ホ
テ
ル
こ
ま
ち
に
お
い
て
全
県
各

単
組
の
青
年
部
お
よ
び
県
連
合
会

役
員
総
勢
二
十
一
名
の
参
加
に
よ

り
開
催
い
た
し
ま
し
た
全
県
技
能

組
合
研
修
は
、
秋
田
県
建
設
技
能

セ
ン
タ
ー
に
て
、（
一
財
）
秋
田
県

建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー　

植
田
常
務

理
事
兼
事
務
局
長
を
講
師
に
お
招

き
し
、「
令
和
七
年
四
月
施
行　

改

正
建
築
基
準
法
～
準
備
す
れ
ば
大

丈
夫
！　

建
築
申
請
・
審
査
マ
ニ
ュ

ア
ル
解
説
（
施
工
者
向
け
）」
の
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
、
資
料
を
見

な
が
ら
、
参
加
者
よ
り
活
発
な
質

疑
応
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
横
森
の
さ
き
が

け
ハ
ウ
ジ
ン

グ
パ
ー
ク
に

て
、
秋
田
ハ

ウ
ス
一
棟
、

一
条
工
務
店

二
棟
の
見
学

を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
実
際
の

住
宅
の
裏
側

も
見
る
こ
と

が
で
き
、
非
常
に
勉
強
に
な
る
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
大
会
で
は
、
県
連
合

会
の
各
部
会
の
事
業
報
告
や
県
な

ど
の
各
種
講
習
会
を
紹
介
し
、
知

事
へ
陳
情
の
内
容
に
関
し
て
、
実

現
を
高
め
よ
う
と
す
る
活
発
な
意

見
が
出
て
、
今
年
度
の
研
修
を
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　

全
県
技
能
競
技
大
会
は
十
一
月

十
二
日
（
火
）
県
立
秋
田
技
術
専

門
校
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
青
年
の
部
に
六
名
、
壮
年
の
部

に
二
名
、
合
わ
せ
て
八
名
の
参
加

者
に
よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

技
能
養
成
部
は
、
部
長
が
武
田

部
長
に
代
わ
り
、
新
体
制
で
の
最

初
の
大
会
と
な
り
、
各
ス
タ
ッ
フ
も

緊
張
感
を
も
っ
て
対
応
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
毎
日
新
聞
、
秋
田
建

設
工
業
新
聞
の
取
材
も
あ
り
、
真

剣
に
取
り
組
む
選
手
た
ち
を
記
事

に
取
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
手
た
ち
は
終
盤
ま
で

競
技
に
集
中
し
、
最
後
の
組
立
段

階
で
は
時
間
と
の
勝
負
と
な
り
、

白
熱
し
た
展
開
は
見
に
来
ら
れ
た

Ｏ
Ｂ
、
関
係
者
も
手
に
汗
を
握
る

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
あ
た
り
関
係
各
位
の
皆

様
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に

有
り
難
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

安全な雪下ろしは２人以上で必要な準備、確認を忘れずに行いましよう。

令
和
七
年
度
の
住
宅
建
設

等
に
対
す
る
国
の
補
助
金

が
発
表
さ
れ
ま
し
た

第
十
回グラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

秋
田
県
議
会
議
員
技
能
議
員

連
盟
と
の
意
見
交
換
会

第
五
十
七
回

　
全
県
技
能
組
合
研
修

第
六
十
一
回

　
全
県
技
能
競
技
大
会

　

令
和
六
年
度
の
補
正
予
算
で
「
子

育
て
エ
コ
ホ
ー
ム
支
援
事
業
」
の
後

継
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
「
子
育
て

グ
リ
ー
ン
住
宅
支
援
事
業
」
は
、
長

期
優
良
住
宅
よ
り
一
つ
上
の
基
準
で

あ
る
Ｇ
Ｘ
志
向
型
住
宅
が
新
設
さ
れ

最
大
百
六
十
万
円
の
補
助
が
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
育
て
世
代
で

な
い
方
々
に
と
っ
て
も
補
助
対
象
と

な
る
要
件
が
魅
力
で
す
。
ま
た
、
令

和
四
年
度
か
ら
の
住
宅
省
エ
ネ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
継
続
と
な
り
「
先
進
的

窓
リ
ノ
ベ
２
０
２
５
事
業
」
で
は
高

断
熱
な
窓
・
ド
ア
の
リ
フ
ォ
ー
ム
改

修
に
対
し
、
引
き
続
き
最
大
二
百
万

円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

す
べ
て
昨
年
の
十
一
月
二
十
二
日

閣
議
決
定
以
降
に
工
事
着
手
し
た
も

の
に
限
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
専
用
サ
イ
ト

２
０
２
５
住
宅
省
エ
ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
検
索
し
て
下
さ
い
。
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事
務
局
休
業
の
お
知
ら
せ

　

十
二
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
よ
り

一
月
五
日
（
日
）
ま
で
事
務
の
取
扱
い

を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

通
常
業
務
は
一
月
六
日
（
月
）
よ
り
行

い
ま
す
の
で
ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し

ま
す
が
、
何
卒
ご
協
力
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
日
時
・
会
場

　
令
和
七
年
二
月
八
日
（
土
）

　
新
規
：
午
前
九
時
～

　（
講
習
時
間
七
．
五
時
間
）

　
更
新
：
午
後
二
時
～

　（
講
習
時
間
三
．
五
時
間
）

　
県
建
設
技
能
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料
・
定
員

　
新
規
・
会
員
　
　
　
二
万
九
千
円

　
　
　
　
会
員
以
外
　
三
万
八
千
円

　
更
新
・
会
員
　
　
　
二
万
一
千
円

　
　
　
　
会
員
以
外
　
二
万
九
千
円

　
テ
キ
ス
ト
の
み
　
　
　
　
六
千
円

●
登
録
期
間

　
新
規
・
登
録
共
に
五
年
間

●
更
新
対
象
者

　
令
和
元
年
に
資
格
取
得
し
た
方

●
登
録
先

　
（　）公財
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処

理
セ
ン
タ
ー

※
国
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業

に
お
い
て
当
相
談
員
資
格
の
必
要

性
が
非
常
に
高
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
事
業
所
の
登
録
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
需

要
が
多
い
現
状
に
お
い
て
、
皆
様

に
は
多
く
の
資
格

を
取
得
し
て
お
仕

事
の
受
注
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

増
改
築
相
談
員
講
習
会

（
県
建
築
住
宅
課
）

　

秋
田
県
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
子
育

て
支
援
及
び
移
住
・
定
住
世
帯
で
は
、
更
に

在
宅
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
環
境
整
備
工
事
を

行
っ
た
場
合
、
補
助
が
上
限
二
十
万
円
加
算

さ
れ
支
援
が
充
実
と
な
っ
て
お
り
ま
す
（
以

下
の
③
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
環
境
整
備
工

事
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

①
子
育
て
世
帯

　
（
１
）
持
ち
家
型

　

対
象
者
：�

十
八
歳
以
下
の
子
二
人
以
上

と
同
居
の
親
子
世
帯

　

対
象
住
宅
：�

一
戸
建
て
（
共
同
住
宅
可
）

　

対
象
工
事
：�

五
十
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー

ム
・
増
改
築

　

対
象
額
：�

補
助
対
象
額
の
二
十
％
、
最

大
四
十
万
円
の
補
助

　
（
２
）
中
古
住
宅
購
入
型

　

対
象
者
：�

十
八
歳
以
下
の
子
二
人
以
上

と
同
居
の
親
子
世
帯

　

対
象
住
宅
：�

一
戸
建
て
（
築
後
十
年
経
過

し
た
空
き
家
）

　

対
象
工
事
：�

五
十
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー

ム
・
増
改
築

　

対
象
額
：�

補
助
対
象
額
の
三
十
％
、
最

大
六
十
万
円
の
補
助

②
移
住
・
定
住
世
帯

　
（
１
）
定
着
回
帰
型

　

対
象
者
：
次
の
全
て
を
満
た
す
方

　
　

●�

移
住
・
定
住
世
帯
が
居
住
す
る
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
等
工
事
を
行
う
方

　
　

●�

移
住
者
も
し
く
は
そ
の
配
偶
者
又
は

そ
れ
ら
の
親
、
祖
父
母
、
子
も
し
く

は
孫

　

対
象
住
宅
：�

一
戸
建
て
（
共
同
住
宅
可
）

　

対
象
工
事
：�

五
十
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー

ム
・
増
改
築

　

対
象
額
：�

補
助
対
象
額
の
二
十
％
、
最

大
四
十
万
円
の
補
助

　
（
２
）
中
古
住
宅
購
入
型

　

対
象
者
：�

次
の
全
て
を
満
た
す
移
住
者

又
は
そ
の
配
偶
者

　
　

●�

中
古
住
宅
を
購
入
し
、
令
和
五
年
十
月

一
日
以
降
に
所
有
権
を
取
得
し
た
方

　
　

●�

購
入
し
た
住
宅
を
持
ち
家
と
し
て
リ

フ
ォ
ー
ム
等
す
る
方

　

対
象
住
宅
：�

一
戸
建
て
（
築
後
十
年
経
過

し
た
空
き
家
）

　

対
象
工
事
：�

五
十
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー

ム
・
増
改
築

　

対
象
額
：�

補
助
対
象
額
の
三
十
％
、
最

大
六
十
万
円
の
補
助

③
断
熱
・
省
エ
ネ
化

　
（
１
）
持
ち
家
型

　

対
象
者
：
住
宅
の
所
有
者
等

　

対
象
住
宅
：
一
戸
建
て

　

対
象
工
事
：
断
熱
・
省
エ
ネ
改
修
工
事

　

対
象
額
：�

補
助
対
象
額
の
十
％
、
最
大

八
万
円
の
補
助

④
災
害
復
旧

　
�

対
象
工
事
の
確
認
は
罹
災
証
明
書
以
外
の

市
町
村
が
交
付
す
る
被
災
証
明
書
と
被
害

状
況
の
写
真
で
受
付
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

対
象
被
害
：�

半
壊
ま
た
は
床
上
浸
水
以
上

の
住
宅

　

対
象
額
：�
補
助
対
象
工
事
費
の
十
％
、
最

大
八
万
円
の
補
助

※�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
の
補
助
金
の

申
請
は
、
一
つ
の
住
宅
に
つ
き
原
則
一
回
限

り
で
す
。
子
育
て
世
帯
（
持
ち
家
型
）
及
び

移
住
定
住
世
帯
（
定
着
回
帰
型
）
に
つ
い
て

は
、
過
去
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
を

利
用
し
た
方
は
、
補
助
金
額
の
上
限
額
に
達

す
る
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

各
市
町
村
に
よ
っ
て
は
県
の
補
助
と
の
併

用
も
引
き
続
き
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
県
林
業
木
材
産
業
課
）

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
県
産
材
を
使
っ
た
新

築
住
宅
の
構
造
材
、
下
地
材
等
の
購
入
に
対

し
、
利
用
率
に
よ
っ
て
最
大
で
一
戸
当
た
り

十
五
万
の
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

　

対
象
の
事
業
の
主
体
は
、
以
下
の
通
り
。

　

ａ
．
協
定
を
締
結
し
た
工
務
店
グ
ル
ー
プ
等

　

※�

基
準
を
満
た
す
場
合
は
一
企
業
で
の
実

施
可
（
Ｒ
５
事
業
実
施　

16
グ
ル
ー
プ
）

　

ｂ�

．
県
と
協
定
を
締
結
し
た
工
務
店
等
（
過

去
五
年
間
の
う
ち
県
産
材
利
用
拡
大
に

係
る
事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
工
務
店

等
）

①
県
産
材
を
利
用
し
た
住
宅
の
取
組
み

　

●
グ
ル
ー
プ
の
共
通
ル
ー
ル

　

ａ
．
通
常
枠
（
三
三
〇
戸
）（
予
定
）

　
　

補
助
条
件
：�

構
造
及
び
下
地
材
の
利
用

率
、
七
十
二
％
以
上
（
前

年
度
よ
り
二
％
Ｕ
Ｐ
）

　

※�

「
県
産
材
製
品
の
利
用
強
化
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
た
工
務
店
な
ど
で
あ
る

こ
と
。

　
　

補
助
率
：�

定
額
十
五
万
円
／
一
戸
あ

た
り

　
　

対
象
期
間
：�

令
和
六
年
四
月
一
日
～
令

和
七
年
三
月
二
十
一
日
（
利

用
率
七
十
二
％
以
上
）

　

※
完
成
年
月
日
が
期
間
内
で
あ
る
こ
と
。

　

ｂ
．
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
（
一
〇
〇
戸
）（
予
定
）

　
　

補
助
条
件
：�

構
造
及
び
下
地
材
の
利
用

率
、
五
十
％
以
上

　

※�

令
和
六
年
度
か
ら
県
産
材
利
用
率
の
向
上

に
取
り
組
む
新
規
工
務
店
で
あ
る
こ
と
。

　
　

補
助
率
：�

定
額
七
万
円
／
一
戸
あ
た

り

　
　

対
象
期
間
：�

令
和
六
年
四
月
一
日
～
令

和
七
年
三
月
二
十
一
日
（
利

用
率
五
十
％
以
上
）

　

※
完
成
年
月
日
が
期
間
内
で
あ
る
こ
と
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業

　　 　 秋田県住宅関連各種補助事業制度令和六年度

令
和
六
年
度
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
な
あ
き
た

県
内
住
宅
販
路
強
化
事
業
（
期
間
延
長
）

問
い
合
わ
せ
先

　

県
建
築
住
宅
課

　
　

〇
一
八
（
八
六
〇
）
二
五
六
一

　

県
林
業
木
材
産
業
課　
　
　

　
　

〇
一
八
（
八
六
〇
）
一
九
一
五

令和７年１月１日	 秋田県けんせつぎのうしゃ	 　	 	 （4）


